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フィールドワークで印象に残った１枚の写真集 １／２ 

「みんな、何してるの？」  
森の音楽祭を主催する DIFARの思いがふと表れた一枚。主役の一人である子
どもが見知らぬ大人たちにも物怖じせず輪の中に溶け込む姿が、一見非日常の
中に日常を感じられ思わず微笑んでしまう。 

 

● 伊藤 彰 

「みんなで踊る様子」 
国籍や性別、年齢に関係なくみんなで手を取って踊ったりする場面が見られ
た。多文化共生を体感することができた。社会のあるべき姿を見たような気が
した。 

「WAになって踊ろう！」 
子どもも大人も国籍も関係なくみんなで輪になって手をつないで踊る。まさしく
国際交流だと思った。大人が全力で楽しむ姿を子どもに見せること、これも大切
なことだ。 

 

● 遠山 桂吾 

「ねぇ聞いて！堆肥作りのこと」 

学校での堆肥作りについて熱心に紹介してくれたボリビアの子どもたち。環境教

育を受けたことで、ゴミに対する考え方が変わった。こんな子どもたちから環境に
関する取組が広がるといいな。 

 

● 菊地 純奈 

「エジプト愛を語る人」  
JICA エジプトとのオンラインを前に派遣をきっかけにエジプトについて詳しくな
った人から話を聞く。夜遅い時間のオンラインにもかかわらず興味に突き動かさ
れる行動力、関心を持ち続けることの大切さを、身をもって知った。こういう生涯
にわたって自分で学び続ける人を教師として育てなければならないと思った。 

 

● 髙口 涼 

「意気揚々と話す現地の人」 
DIFARのスタッフが想像していた以上の畑をつくり、これからの種まきや作物の
生長に思いを馳せている現地の人々の姿が印象的だった。 

 

● 伊藤 聡子 

 

● 伊藤 知世 



 

 

 

  

 

 

  

 

「キョリを超えてつながる想い」  
「笑顔で手を振ったら、笑顔で振り返してくれる」地球の反対側の子どもたちとつ
ながって心が温かくなりました。彼らのコンポストの取組を聞いて、決意。ベラン
ダコンポスト始めました。さて、堆肥で何を育てよう。 

 

● 児玉 やこ 

フィールドワークで印象に残った１枚の写真集 ２／２ 

「前に進んでいる子どもたち」 
親に捨てられるという辛い経験をした子どもたちが、安心できる環境に住める
ようになり、明るく生活していた。笑顔がとても印象的だった。 

「楽しみながら『自分ごと化』」  
ボリビアの小学 6 年生の児童たちによるコンポストプロジェクト成果発表会と質
疑応答の様子。自分の言葉で、意識や行動の変化について楽しそうに、そして
堂々と話す姿が印象的だった。 

 

● 澤田 直美 

 

● 地頭 綾香 

「美杉の森に響け ふるさとのうた」 
ふるさとのアフリカの音楽でたくさんの人を喜ばせた素敵な家族。人種を越え
たあたたかい出会いに感動した。手拍子や楽器の音色も加わり、音楽祭の会
場の空気が一つになった瞬間だった。 

 

● 諏訪部 景子 

「みんなでLet’s ダンス！！」 
森の音楽祭。大人も子どもも、国籍も男女も関係なく一緒にダンスして盛り上
がって、幸せな時間でした。音楽やダンスで世界がつながるって素敵！！ 

 

● 森本 朋香 

「音楽でつながる」 
森の音楽祭のフィナーレで、大人も子供も国籍も関係なく、楽しそうに踊る姿が
印象に残った。日本の森の中で、他国の音楽の良さが人と人を繋いでいた。ま
さに「世界と肯定的に出会うこと」であると感じた。 

 

● 山本 実穂 
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目的・ミッション 

(1)  

(2)  

☺ 

Ⅰ．教師国内研修の概要 
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  研修の日程および内容 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

回 日時 内容（予定） 
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  フィールドワークの日程・訪問先・内容 

 

 

 

 

 

 

回  月日  国名 団体名 時間・内容 

1 

7/26 

（火） 

インドネシア 

①NPO法人 

アジア車いす 

交流センター 

（WAFCA） 

刈谷市駅10:30集合 

11:00- @WAFCA刈谷事務所で活動説明 

12:00- 事務所スタッフとランチ交流 

13:00-14:00 現地オンライン 【障がい者支援】 

…挨拶、授業見学、スタッフ・車いす利用者インタビュー、 

校内見学（トイレなど）、感想発表、集合写真 

14:00-15:00 国内事業 車いす病院視察 

エジプト ②JICAエジプト 
19:00-20:30 @JICA中部→現地オンライン 【教育支援】 

     …EJSプロジェクト（特別活動を中心とした全人的な教育導入） 

7/27 

（水） 

ベトナム 
③NPO法人 

学び舎つばさ 

10:00-13:00 @JICA中部から現地オンライン 【自立・夢支援】      

…団体活動紹介、授業風景見学、教員・生徒／日本留学生 

と相互交流、感想共有、スタッフ滞在記、質疑応答 

－ 
NIED 

（ワークショップ） 
14:00-15:00 @JICA中部で1回目フィールドワークの振り返り等 

2 

8/3 

（水） 

ルワンダ 

④NPO法人 

コーヒー生産地 

と協働する会 

15:00- @JICA中部で活動紹介 

16:00-17:30 現地オンライン 【農業支援】  

…現地生産現場見学、生産者インタビュー 

セネガル ⑤JICAセネガル 
18:00-19：00 @JICA中部→現地オンライン 【看護・助産師支援】  

…挨拶セネガル紹介、プロジェクト紹介、セネガル人スタッフ 

  からの活動紹介、質疑応答 

ルワンダ ⑥JICAルワンダ 

21:00-22:30 @JICA中部から現地オンライン 【教育支援】 

     …プロジェクト専門家、教育省役人からの説明と意見交換、 

学校配属の隊員6人（3グループ）との意見交換、感想共有 

8/4 

（木） 

フィリピン 
⑦NPO法人 

アイキャン 

10:30- @アイキャン事務所で活動紹介 

11:00-12:00 現地オンライン 【子ども支援】  

…子どもの家見学、子ども・スタッフとの交流 

－ 
NIED 

（ワークショップ） 
14:00-15:00 @JICA中部で2回目フィールドワークの振り返り 

3 
8/7 
（日） 

ボリビア 

（日本） 

⑧-1 

NPO法人 

DIFAR 

名古屋駅8:15→伊勢竹原駅10:34 DIFAR送迎 

11:00-15:00 森の音楽祭@津市美杉町 【異文化理解】  

…祭体験、DIFAR事務局長と対話 

伊勢竹原15:35→名古屋駅18:07 

4 

8/23 
（火） 

ラオス ⑨JICAラオス 

14:00-16：00 @JICA中部から現地オンライン 【教育支援】  

…ラオスの教育紹介（専門家）、教育実践紹介（協力隊2名） 

      質疑応答（2グループ）、全体で意見交換 

ボリビア 

⑧-2 

NPO法人 

DIFAR 

21:30-24:00 @ JICA中部から現地オンライン 【環境教育支援】  

…DIFARの全体活動紹介（代表）  

…小学校コンポストプロジェクト成果発表会、質疑交流  

…小学4年生自然環境プログラム紹介、質疑交流  

8/24 

（水） 
－ 

NIED 

（ワークショップ） 
10:30-12:00 @JICA中部で3，4回目フィールドワーク振り返り等 
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  研修の受講者 

(1)  

 

(2)  

 

No. 名前 所属先・教科・学年 県

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12



 

 

5 
 

 

 

 

 

 

 

事前研修  
 

＜ねらい＞ 

 

＜プログラム＞  

    ■ １日目：７月２日（土） 

 

７月２日（土）１３：００～１７：１０、３日（日）１０：００～１５：１０ 

Ⅱ．フィールドワーク前後の国内研修 

時刻 内 容 講師等 

13:00 

（5分） 
 

（１）主催者あいさつ   

（２）スタッフ、同行者の紹介   

JICA秋山 

13:05 

（10分） 
 

（１）研修の全体概要と受講者への期待  

（２）事前研修の目的の確認 

NIED川合 

伊沢 

13:15 

（65分） 
 

（１）アイスブレーキング ～お互いのことを知り合おう～ 

（２）私たちのミッションメイキング 

NIED伊沢 

14:20 

（40分） 
 

（１）学習者の学びの柱の確認 

（２）「フレンドシップ教材」と使った教材化と実践のイメージづくり 

  ① 第 1章…「なりきり自国の観光大使」＆「肯定的に出会う」ポイント 

NIED伊沢 

15:00 （10分）  

15:10 

（65分） 

 
② 第2章…「○○国と日本とのつながりや同一性」 

③ 第3章…「○○国の課題＆解決に向けての取り組み」＋参加型ポイント 

NIED伊沢 

16:15 

（40分） 
 

（１）貧困とは何か？＜派生図＞ 

（２）貧困の悪循環 ＜シミュレーション＞ 

（３）貧困の悪循環を断つために必要なこと・役立つもの＜ブレスト＞ 

（４）SDGsとの関連＜マッチング＞ 

NIED伊沢 

16:55 

（5分） 
 NIED伊沢 

17:00 

（10分） 
 JICA秋山 

NIED川合 
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 ■２日目：７月３日（日） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

時刻 内 容 講師等 

10:00 

（10分） 

NIED久世 

10:10 

（5分） ① 学習者に何を学んでもらうかのプログラムを事後研修で作るために 

② フィールドワーク等でそのための教材を収集する 

③ 事前研修では「どんな教材を集めたいか」を考える 
 

NIED久世 

10:15 

（85分） （１）フィールドワークのスケジュールと各訪問先の共有 

（２）訪問先の分担決め    （３）調べ学習 

 （４）プレゼン発表＋調べたいこと・聞きたいことメモ 

 

NIED鉃井 

NIED久世 

11:45 （60分）  

12:45 

（35分） 

 
（続き） NIED久世 

13:20 

（75分） 
 

（１）訪問先ごとに「○○のために、△△を集める・聞く」の洗い出し 

（２）アイデアの付け足し 

（３）知りたい／教材化したい／子どもたちと考えたい重点項目決め 

（４）集め方・聞き方（具体的質問内容）の検討 

（５）全体共有、事前送付質問内容の精査・決定 

（６）当日に向けたチームでの最終準備・確認 

NIED久世 

受講者フォロー 

（鉃井､伊沢､川合） 

14:35 

（15分） 
 

（１）あいさつの内容、あいさつする人 

（２）謝金以外のお礼の表明方法について 

NIED久世 

 

14:50 

（5分） 
 

（１）集合場所、解散場所    （２）持ち物など 

NIED鉃井 

 

14:55 

（15分） 
NIED川合 

JICA江口 
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＜成果例＞     
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事後研修①   
 

＜ねらい＞ 

 
 

＜プログラム＞  

    ■ １日目：９月１０日（土） 

 

９月１０日（土）１３：００～１７：００、１１日（日）１０：００～１５：３０ 

時刻 内 容 講師等 

13：00 （5分） JICA江口、NIED久世 

13：05 「同じところとちがうところ」（15分） NIED久世 

13：20 （15分) 

（１）フィールドワーク報告書「学びの３つの柱」の共有 

NIED久世 

13：35 （30分) 

（１）教師海外研修ガイドブック等の確認 

（２）現地素材を使ったアクティビティのアイデア出し→共有 

NIED久世 

 

14：05 ① （40分) 

（１）対象、実践時間数の確認 

（２）子ども達と一緒に考えたいこと連想図 

（３）「知る・気づく／考える・行動する」対比表 

（４）プログラムのねらいの設定 

NIED久世 

個別相談：鉄井、伊沢 

14：45 ② （40分) 

（１）プログラム全体の展開（四行詩、起承転結等）の作成 

（２）プログラムの流れの作成 

（３）主アクティビティにおける発問、現地素材の記述 

NIED久世 

個別相談：鉄井、伊沢 

15：40 （10分）  

15：50 （10分) 

（１）６つの指標を使った点検評価 

NIED久世 

16：10 （45分) 

（１）３人グループで各実践プログラム素案の相互紹介、相談 

   （１人につき紹介5分＋相談 10分） 

NIED久世 

16：30 ③ （20分) 

（１）プログラム案をまとめ、A3用紙から模造紙へ 

NIED久世 

個別相談：鉄井、伊沢 

16：55 10 （10分） 

 （１）フィールドワーク関連（写真・動画共有、報告書） 

（２）実践報告関連（フォーラム、実践報告書） 

（３）精算関連（立替精算の振込先銀行口座、お土産代） 

（４）その他 

NIED川合 

  時刻 内 容 講師等 

13:00 

（5 分） （１）あいさつ 

（２）事前研修のねらいとプログラム 

JICA 倉坪 

NIED 川合 

13:05 

（15

分） 

（１）学び合う仲間になろう！ 

NIED 堀川、久世  

13:20 

（80

分） 

（１）各国の概要、生活情報の共有 

（２）各国のＯＤＡの概況の説明 

（３）訪問先情報集を４グループに分れて、分担して読解 

（４）訪問先ごとに３つのポイントにまとめ発表・共有 

NIED 堀川、久世 

JICA 倉坪、後藤 

14:40 休憩（10 分）  

14:50 

（15

分） 

（１）学習者の学びの３本柱とねらい 

（２）教材づくりのポイントの説明 

NIED 伊沢 

15:05 

（60

分） 

 

 

（１）選考後説明会で掲げたミッションとここからの作業のねらいの確認 

（２）学び・実践を支援する「事前－現地－事後」研修パッケージ 

（３）自分の関心事、子どもたちと共に学びたいことの洗い出し 

（４）テーマごとの「教材収集シート」の作成 

  ・ねらい／具体的な収集物・情報／集める方法 

NIED 堀川、久世 

16:05 

（50

分） 

 

 

（１）教材チームメンバーの発表、担当するテーマの決定 

（２）全員分の担当テーマ教材収集シートの確認、分類・整理 

  ・ねらい／具体的な収集物・情報 

NIED 堀川、久世 

16:55 

（5 分） 

 

（１）海外保険加入手続き 

（２）その他 

JICA 倉坪 

NIED 川合 

18:00 

 

  

 

 時刻 内 容 講師等 

13:00 

（5 分） （１）あいさつ 

（２）事前研修のねらいとプログラム 

JICA 倉坪 

NIED 川合 

13:05 

（15

分） 

（１）学び合う仲間になろう！ 

NIED 堀川、久世  

13:20 

（80

分） 

（１）各国の概要、生活情報の共有 

（２）各国のＯＤＡの概況の説明 

（３）訪問先情報集を４グループに分れて、分担して読解 

（４）訪問先ごとに３つのポイントにまとめ発表・共有 

NIED 堀川、久世 

JICA 倉坪、後藤 

14:40 休憩（10 分）  

14:50 

（15

分） 

（１）学習者の学びの３本柱とねらい 

（２）教材づくりのポイントの説明 

NIED 伊沢 

15:05 

（60

分） 

 

 

（１）選考後説明会で掲げたミッションとここからの作業のねらいの確認 

（２）学び・実践を支援する「事前－現地－事後」研修パッケージ 

（３）自分の関心事、子どもたちと共に学びたいことの洗い出し 

（４）テーマごとの「教材収集シート」の作成 

  ・ねらい／具体的な収集物・情報／集める方法 

NIED 堀川、久世 

16:05 

（50

分） 

 

 

（１）教材チームメンバーの発表、担当するテーマの決定 

（２）全員分の担当テーマ教材収集シートの確認、分類・整理 

  ・ねらい／具体的な収集物・情報 

NIED 堀川、久世 

16:55 

（5 分） 

 

（１）海外保険加入手続き 

（２）その他 

JICA 倉坪 

NIED 川合 

18:00 
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■ ２日目：９月１１日（日） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

時刻 内 容 講師等 

10：00 （10分） NIED久世 

10：10 ③ （50分) 

（１）１日目の続きをまとめあげる 

NIED久世 

個別相談：鉄井、伊沢 

11：10 ①（45分) 

（１）発表者：プレゼンテーション×４人（6分） 

（２）聞き手：よかった点／よりよくするための提案×４人（4分） 

NIED久世、鉄井 

12：00 （60分）  

13：00 ②（20分) 

（１）発表者：プレゼンテーション×２人（6分） 

（２）聞き手：よかった点／よりよくするための提案×２人（4分） 

NIED久世、鉄井 

13：20 （40分) 

（１）よかった点／提案をふまえてプログラムの改善、個別相談 

NIED久世 

個別相談：鉄井、伊沢 

13：55 （15分) 

（１）受講者全員の実践プログラム案のギャラリー方式による確認 

NIED久世 

14：10 （10分）  

14：20 （15分） NIED久世 

14：50 2022 （35分） 

（１）教師国内研修感想報告３人 

（２）2時間の実践プログラムの提供（有志） 

NIED久世 

15：05 （25分） 

  （１）中間会合（11/13、1/22）への参加確認  （２）その他 

JICA江口、NIED川合 

  時刻 内 容 講師等 

13:00 

（5 分） （１）あいさつ 

（２）事前研修のねらいとプログラム 

JICA 倉坪 

NIED 川合 

13:05 

（15

分） 

（１）学び合う仲間になろう！ 

NIED 堀川、久世  

13:20 

（80

分） 

（１）各国の概要、生活情報の共有 

（２）各国のＯＤＡの概況の説明 

（３）訪問先情報集を４グループに分れて、分担して読解 

（４）訪問先ごとに３つのポイントにまとめ発表・共有 

NIED 堀川、久世 

JICA 倉坪、後藤 

14:40 休憩（10 分）  

14:50 

（15

分） 

（１）学習者の学びの３本柱とねらい 

（２）教材づくりのポイントの説明 

NIED 伊沢 

15:05 

（60

分） 

 

 

（１）選考後説明会で掲げたミッションとここからの作業のねらいの確認 

（２）学び・実践を支援する「事前－現地－事後」研修パッケージ 

（３）自分の関心事、子どもたちと共に学びたいことの洗い出し 

（４）テーマごとの「教材収集シート」の作成 

  ・ねらい／具体的な収集物・情報／集める方法 

NIED 堀川、久世 

16:05 

（50

分） 

 

 

（１）教材チームメンバーの発表、担当するテーマの決定 

（２）全員分の担当テーマ教材収集シートの確認、分類・整理 

  ・ねらい／具体的な収集物・情報 

NIED 堀川、久世 

16:55 

（5 分） 

 

（１）海外保険加入手続き 

（２）その他 

JICA 倉坪 

NIED 川合 

18:00 
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Ⅲ．フィールドワークの様子と受講者の学び 
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Ⅳ．フィールドワーク後の報告 

フィールドワーク研修報告書 

１．フィールドワークに対する各自の目的とその達成度 
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２．柱１世界（訪問国・その国の人々）と肯定的に出会う」という観点から学んだこと 
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３．柱２「日本と世界の同一性に気づき、つながりを理解する」観点から学んだこと 
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４．柱３「世界の課題を知り、解決に向けて共に越える」観点から学んだこと 
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今回は現地の学校や子どもたちとつながる機会が多かった。どの子

どもたちも生き生きとした表情で学ぶ意欲がとても強かった。また、

学ぶことが将来の夢を実現させる大事な要因であることを理解し、子

どもたち一人ひとりがしっかりと夢を持っていることが印象的だっ

た。やはり国の発展には子どもの命の安全確保や居場所づくり、そし

て教育の基盤をしっかり地道に築き上げていくことが不可欠である

と感じた。 

また、全体を通して専門家や協力隊の話に度々出てきた「支援」という言葉の

奥深さについても考えさせられた。一方的な支援や考えの押し付けは機能せず、まずは相手を知り現地の伝統や文化を

尊重し、共に作り上げていく支援こそが持続可能な支援につながっていくと感じた。コーヒー生産地と協働する会の活

動のように次世代につなげる土壌開発の支援、そして DIFAR のエコサントイレ、コンポスト支援はまさにその代表例

であった。 
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５．その他全般を通じての感想・意見など 
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中間会合 

◇  2023

 

  

1 2022 11 26 13 00 17 00 6  

2 2023  1 21 13 00 17 00  5  

1  

P.31-32  

 

 

 

 

 

 

 

 

事後研修②  

◇  

 4  

2023 2 25 10 00 18 00  
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実践報告フォーラムでの報告 

＜教師国内研修報告＞  

  

2023 2 26 10 15 10 20 

 

 

 

 

＜ポスターセッション（実践報告）＞ 

◇ 

14 9 5  

＜実践体験ワークショップ＞  

  

2023 2 26 13 50 15 50 

  

P.80-81  
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